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(令和 4年 1月 1日 から令和 4年 12月 31日 まで)

特定非営利活動法人メダカのがつこう
1 事業の成果
設立当初よリー貫して個人。学校・企業に対する体験学習を通して、自然を守る農家を支え、自らも食料を
る大切さを啓発する活動を行っている。
農家支援部門は、佐渡田の草取リツアーと水口農場の稲刈りが中止となり、30名の参加であったv。
自給自足推進事業では、農家・現地編で、有機農家の米、大豆、小麦、梅干し、菜種、大根などで伝統食である
、醤油、たくあん、梅干しなどをつくる醸造、発酵、塩蔵、圧搾技術を都市部の市民と学ぶ場を提供し、180名
あった。また、田んぼカフェ教室編では、46教室の開催で、480名の参加であった。
食育の一環として2019年から子どもたちの食を変えたいママプロジェクトの武蔵野支部を始め、有機給食を
でいる親御さんや市民に、上映会や学習会を開催して、活動仲間づくりをし、自治体への働きかけを行った。ま
、食の安全を守る一環として、ゲノム編集や遺伝子操作されていない種苗や作物や加工品に付けるOKシー
クを普及するOKシードプロジェクトヘの参加、全国オーガニック給食フォーラムヘの協力・参加など、様々
を行った。

2 事業の実施に関する事項

事業名 事 業 内 容 日

【 時

実 施 実 施

場 所

従事者

の延べ人
糧́

受益対象者の

範囲及び人数

支出額

(千円)

<農家支援部門事業>
田植え、稲刈り、にんじん堀

りの体験 2回
栃木県

6名 30名

<自 給自足推進部門事業・田

んぼカフェ教室>
米飯食、身土不二の食材を使

った料理教室や生きる力をつ

けるための各種教室を開催。

46回
メダカのがっこ

う田んぼカフェ
109名 会員及び賛同者

延べ480名

<自 給自足推進部門事業・農

家現地>
体験の場を農家とした味噌 。

醤油造り、梅干し作り、たく

わん作りなど伝統的食文化の

継承と実践のための自給自足

セミナー

25回 現地 26名 会員及び賛同者
延べ 180名

<食育啓発事業>
食育を目的とした上映会や講

演会の実施

15回
メダカのがっ
こう田んぼカ
フェ他

47名 会員及び賛同者
延べ270名

環境保全活動および

環境保全型農業の普

及、推進および啓蒙

(普及事業)

<有機給食推進事業>
子供の食を有機にするため、

有機給食を実現するための

様々な活動
3回

東京都、神奈
川県、埼玉県

8名
会員及び賛同者

延べ 4名

その他、第3条の目的を達

成するために必要な事業

<商品販売部門>
自給自足体制に協力関係にあ

る農家の加工品などの普及 。

販売
通年 全国 2人

会員及び賛同者

249名

11,050

活動実績 。方針の広報 機関誌 。HPな どによる広報
(活動広報事業)

機関誌は 1回

P,Sいは随時更

新

郵送・冊B・ SN

S
2名
機関誌は会員及び

賛同者に418人 80



:●

":,:ゆ
1

750,001

EI壼

島
':4901

3o,om

‘
鰍
瓢
　
　
　
　
凛
劉
　
Ш

」
亀
　
　
　
　
鴎
』
　
叫

1■蜘

‘
‘
　
　
　
叡
”
　
　
‘
‘
饉
　
　
　
銀
　
　
颯

」
Ｌ
　
　
　
　
」

・
　

鳩
　
　
鍋

1,詢・硼

島●!■ 0"

___上 観ユ」

“

|`"`
△・

“

7,0"

名 m

"“
国

△ ●
",G“

1)●lr鶴邊鵬白綸由星事
==入2)麟け口な事彙●八

8会費諭少麟

□日IIコ

ス収
入
３
取
■
●
日IIEr]

史出●

“
:事銀 α 諄 欄
自島麒饉  仕入宙

人件費

籐硼

管■,(織 珈
人件,    押‖手当

僣綸
通

"手
当

性定

“

‖費

その色饉贅

巨 菫 Iコ 蜃コ

そ0住贅全費出●●

EコEコ
=コ
=コ=コ

璽コ

饉 呻

“

攀鶴諄̈
　猥”̈
一颯̈
Щ̈日観一̈
鷹一颯魏醐］閣鎮一識̈
薇摯泄

2“ 臥

轟奮支出合針

饉常収支壼

“
僣入金●入収入
その色費全●入
その色0安全颯入合計

僣入金逮激 出
そiの他贅全支出
モ●t●■全文出合針
当
"収
支饉■

由鵬鳳●曖支螢●

次

"●
“

収支ロロ

当

"収

支菫● (■1))
余●全・ホ収精職 増綸
立,全増減
小計

未

“

法題

“

少
凛ふ■■■増減
その色の■●彙傲 少
小■

=…
●含‖

=腱
"菫
餞少の

“
:賣砂 ■

発書全減少
裔二鑽少

“
その性
=●
■■減少颯

小訃

余

“

全増減
′

燎綱薔入金増減
その色■●■■●減
小計

9書 付金収入

4 その出収ス



貸借対照表

令和4(2022)年 12月 31日 現在

特定非営利活動法人 メダカのがっこう

注1.税務上の収益事業のBSの区分経理明確化のため、一般事業の収益事業からの未収入金と
収益事業の一般事業への未払金    13,365,485  円を同額で両建て計上している。

BS(合算)

【流動資産】

現金及び預金

商   品
未 収 金
立 替 金
未収消費税等

【流動負債】

短期借入金

未 払 金
未 払 費 用

未払法人税等

未払消費税等

預  り 金 42,

【固定資産】

(有形固定資産)

器具備品

【固定負債】

2,797,501

(無形固定資産)

rT咲財産の蔀 1

T咲 財産 /ヽ 9_405.355

(当期正咲財産増加箱 ) ノ`、 1 5RR'4R

正咲財産合計 A9401_RAA

各 産 の 蔀 合 計 18.125.603 名借・正咲財産の割合計 18.125.603



財 産 目 録

令和4(2022)年 12月 31日現在
特定非営利活動法人 メダカのがっこう

金  額

30,000

899,714

664,126

13,365,485

1.183.276

1,593,840

13,365,485

1,431,072

1.183.276

370,650
△ 370.649
428,925
△ 428.924

1

1

1

501,926

1

501,930

50.000

17,573,673

13,973,301

13,364,885

80,000

70,000

0

42,772

27,530,

551,

18,125

I.資産の部
1.流動資産
現金預金
現金
普通預金

現金手許有高
みずほ銀行西荻窪支店
西武信用金庫
郵便貯金。郵便振替
一般会計口
収益事業国

郵便貯金

未収金 一般事業の収益事業からの資金未収金
未収消費税等

立替金

商品 収益事業
流動資産合計

2.固定資産
器具備品 プロジェクタ

減価償却累計額
乾田畦塗り機
減価償却累計額
耕新機
減価償却累計額
ベクレルモニター

減価償却累計額
DELLパソコン′

減価償却累計額

帳簿価額合計

差入保証金
固定資産合計

資 産 合 計

Ⅱ。負債の部
短期借入金

未払金
未払費用
未払法人税等
未払消費税等
預り金
前受金

収益事業の一般事業への資金未払金
デザイン費用

源泉所得税
合宿参加代金ほか
流動負債合計
固定負債合計
負 債 合 計

Ⅲ.正味財産 △ 9.405.355



書式第 18号 (法第 28条関係 )

令和 4年度 年間役員名簿

令和4年  1月  1日 から     令和4年  12月  31日 まで

特定非営利活動法人 メダカのがっこう

役 名 氏   名 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 中村 陽子 令和4年 1月 1日

～4年 12月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 向山 邦史 令和4年 1月 1日

～4年 12月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 高草 洋子 令和4年 1月 1日

～4年 12月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

監事 岡田 康男 令和4年 1月 1日

～4年 12月 31日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日



書式第 19号 (法第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿
令和4年 12月 31日現在

特定非営利活動法人 メダカのがっこう

氏   名

■

■
中村 陽子

９
“

高草 洋子

Ｑ
υ

向山 邦史

4 岡田 康男

5
中村 嘉伸

6 浅沼 恵子

７

・

水口 博

8
二戸 勝

9 中村 直巳

10
佐々木 治巳

12


